
 
 

 

第６回 神代川かわまちづくり推進協議会 

神代川かわまちづくり八百万神の会 
 

 

第５回 ワークショップ 資 料 
 

 

１．これまでの経緯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.１ 

２．ワークショップの進め方について・・・・・・・・・・・Ｐ.３ 

３．ワークショップの結果整理・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.４ 

４．かわづくり計画について・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.５ 

５．施工段階における取り組み・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.７ 

６．利用・維持管理段階における取り組み・・・・・・・・・Ｐ.１２ 

７．今後の検討課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.１７ 

 

 

 

 

 

 

平成２７年２月３日(火) 

 



 
 

１．これまでの経緯 

○神代川かわまちづくり検討委員会・検討会・推進協議会の経緯  
 

委員会・検討会 

・推進協議会 検討会名 実施日 概要 

委 検 推 

○   
第 1 回神代川河川再生計画 

検討委員会 
平成 23 年 11 月 22 日 

・河川再生計画の検討概要 

・これまでの河川再生に向けた行動 

・神代川周辺の歴史・景観資源の確認 

・現地視察 

○   
第 2 回神代川河川再生計画 

検討委員会 
平成 24 年 3 月 9 日 

・第 1回ワークショップ開催報告 

・小学校アンケート実施報告 

・重点課題抽出と再生目標(案)の検討 

・河川再生メニュー(案)の検討 

 ○  
第 1 回神代川河川再生計画 

検討会 
（ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

平成 24 年 12 月 13、14 日 
・ワークショップ結果の報告 

・高千穂の歴史と神代川のとの関わりについて講話 

・高千穂町のまちづくりの報告 

○   
第 3 回神代川河川再生計画 

検討委員会 
平成 25 年 7 月 11 日 

・第 2回委員会及び計画検討会の課題対応 

・ワークショップ結果の報告 

 ○  
第 2 回神代川河川再生計画 

検討会 
（ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

平成 25 年 7 月 12 日 ・かわまちづくり計画について 

○   
第 4 回神代川河川再生計画 

検討委員会 
平成 25 年 12 月 20 日 

・かわまちづくり計画について 

・これまでの課題対応状況 

  ○ 
第1回神代川かわまちづくり

推進協議会 
平成 26 年 5 月 8 日 

・神代川かわまちづくり推進協議会の立ち上げ 

・神代川かわまちづくり計画等の説明 

・他地区での事例紹介（桑子先生） 

  ○ 
第2回神代川かわまちづくり

推進協議会 
（第１回ワークショップ） 

平成 26 年 7 月 24 日 
・神代川かわまちづくり計画全体イメージの理解 

・ワークショップ名称の決定「神代川かわまちづくり

八百万の会」 

  ○ 
第3回神代川かわまちづくり

推進協議会 
（第 2 回ワークショップ） 

平成 26 年 9 月 26 日 
・大まかな河川形状や遊歩道等の整備方針を考える 

・島谷先生による模型作成の指導 

※地元住民も参加して実施 

  ○ 
第4回神代川かわまちづくり

推進協議会 
（第 3 回ワークショップ） 

平成 26 年 10 月 9 日 

・班別協議結果のすり合わせ 

・細部のデザインについて考える 

・ワークショップにおける班別の中間取りまとめ 

※地元住民も参加して実施 

○   
第 5 回神代川河川再生計画 

検討委員会 
平成 26 年 11 月 4 日 

・ワークショップにおける検討結果（中間）の確認 

・ワークショップにおける今後の検討内容について 

・地質調査結果・水源の確保について 

・今後に向けた方向性の確認 

  ○ 
第5回神代川かわまちづくり

推進協議会 
（第 4 回ワークショップ） 

平成 27 年 1 月 19 日 
・ワークショップの結果整理 

・委員会における指摘事項 

・かわまちづくりメニューの再確認 

  ○ 
第6回神代川かわまちづくり

推進協議会 
（第 5 回ワークショップ） 

平成 27 年 2 月 3 日 
（今回） 

・整備イメージの最終確認 

・維持管理体制の確認 

 

○その他  

■神代川に関する講演・パネルディスカッション ： 平成 26 年 11 月 4 日実施 

・神戸女子大学 非常勤講師 李 春子先生 

仮題：「東アジアの 「水」を巡る「伝統の森」の文化の資料化」 

・パネルディスカッション 

（杉尾先生、桑子先生、土井先生、山口課長、後藤宮司） 
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○本推進協議会（ワークショップ）における検討状況 

第３回ワークショップの流れ 

第２回ワークショップの流れ 

第１回ワークショップの流れ 

第４回ワークショップの流れ 
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２．ワークショップの進め方について 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ全体の流れ 

第５回ワークショップの流れ 
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３．ワークショップの結果整理（第 1～４回までの総まとめ） 

 

 

１．かわまちづくり整備イメージの具体化 

→具体化の考え方（マトリクス表）や計画イメージについて確認。第 5 回ワークショップ

において、整備イメージ模型をもとに改めて確認を行う。 

 

２．石積み護岸への変更による河川幅への影響について 

→流量計算により実際の河道幅を決定する。 

→河道幅の決定に際しては、利用面や景観面よりも、流下能力を満足するものでなくては

いけない。 

→流量計算では、前後の断面変化により流れ方が変わる。（川幅を広げれば水がたくさん

流れるというわけではない） 

→このため、これまで検討してきた粘土模型での形状をもとに、流下能力を満足させるよ

う断面を一部変化させている。 

 

３．真名井の水量確保について 

→ボーリング調査、電気探査等の調査結果から、雨水浸透枡を用いて天真名井に湧水を復

活させることは難しいとの結果。 

→委員会では近傍の井戸からポンプアップにより水量を確保し、天真名井に導水する方法

が最も妥当ではないかという考えである。 

→水量確保については、天真名井だけではなく河道内も含め、委員会においても引き続き

検討を行うこととしている。 

 

４．細部の条件確認について 

→地元での清掃活動においてゴミ等の集積に苦慮するため、上り下りの箇所を確保してほ

しい。 

→これまでの計画でも天真名井周辺では大階段を含め 3 箇所、皇子橋周辺では 1 箇所の階

段施設が設けられている。 

→天真名井周辺でどこかにスロープ状の箇所を設けられないか検討してほしい。 

 

５．町道の整備方針について 

→くしふる周辺の散策路については、来年度から具体化に向けた取り組みを行いたいと考

えている。（計画書におけるスケジュールより１年前倒し） 

→道路整備等に関しては、町全体としてのまちづくり考え方との整合を図る必要があるた

め、全体計画→個別計画の順となるが、本年度末からの着手を予定としている。（1～2

年前倒し） 

→まちづくり計画については高千穂町が主体となって、別途まちづくりを考える場（協議

会等）を設けたいと考えている。 
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４．かわづくり計画について 

【模型による確認】 

 

○天真名井周辺 
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○皇子橋周辺 

6



 
 

５．施工段階における取り組み 

 

取り組みの対象 WS における意見 備 考 

地域住民の関わり 

（記念植樹、石並べ、観光客

への対応 等） 

地域住民として、施工段階でどのような関わり方が

考えられるか、また、どのような関わり方を望むか。

（起工式のあり方・・・等） 

  

子供たちの関わり 

（記念植樹、石並べ、工事見

学会 等） 

地域の子供たちの施工段階での関わり方として、ど

のようなものが考えられるか、また、どのような関

わり方が望まれるか。 

  

観光客の関わり 

（工事の観光資源化 等） 

観光客の施工段階での関わり方として、どのような

ものが考えられるか、また、どのような関わり方が

望まれるか。 
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他地区の事例 
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●出雲大社『神門通り』整備計画（島根県 HP より） 
 

神門通りは、出雲大社への参詣道として約 100 年前（1913 年）に開設され、沿道は門前町として栄えてきましたが、モータリゼーションの進展に伴う通過型観光（出雲大社直近の駐車場に駐車し、参拝だけして帰

る。神門通りは車で素通りしてしまう。）への転換などにより、かつてのにぎわいが失われました。 

このため、県、出雲市、関係団体および地元住民が一体となって、出雲大社の門前にふさわしい風格とにぎわいのある通りへの再生に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

整備前（平成 22 年 4 月）                           整備後（平成 24 年 8 月） 

 

工事中の関わり：デザインワークショップ 原寸サンプルによる現地見試し                                           

神門通りの最終的な道路の形（デザイン）について検討するため、平成 23 年 6 月 24 日から平成 23 年 12 月 10 日まで、合計 3 回開催しました。石畳と照明は現地見試し（原寸模型の確認）も行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事中の関わり：メモリアル企画「石畳に残そう 100 年のメッセージ」                                             

 

石畳工事にあわせ、地元住民や観光客に、石材（裏面）へ自由にメッセージを記入し

てもらう取り組みを行いました（平成 24年 5月 10 日（木）から平成 24年 6月 17 日（日）、

平成 24年 12 月 7 日（金）から平成 24 年 12 月 24 日（月））。メッセージが記入された石

材は実際に神門通りに敷かれ、参加者が神門通りや大社地域への愛着を深め、リピータ

ーが増えるよう期待しています。5 月 27 日に開催された「えびすだいこく 100km マラソ

ン」でも実施し、ゴールしたランナー達が石畳に思い出を刻みました。 

 

・対象：地元住民、観光客など誰でも参加可能（参加費無料） 

・参加人数約 3,000 人石の枚数約 1,000 枚 

 

    

石畳 現地見試し状況（原寸サンプルの確認） 照明 現地見試し状況（原寸模型と光の確認）

他地区の事例 
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６．利用・維持管理段階における取り組み 

取り組みの対象 WS における意見 備 考 

地域住民の関わり 

（定期清掃、日常利用 等） 

地域住民として、利用・維持管理段階でどのような

関わり方が考えられるか、また、どのような関わり

方を望むか。 

  

子供たちの関わり 

（歴史学習、ゴミ拾い 等） 

地域の子供たちの利用・維持管理段階での関わり方

として、どのようなものが考えられるか、また、ど

のような関わり方が望まれるか。 

  

観光客の関わり 

（観光拠点、イベント 等） 

観光客の利用・維持管理段階での関わり方として、

どのようなものが考えられるか、また、どのような

関わり方が望まれるか。 
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■河川の利用・維持管理に関する考え方 

 

 

これまで（管理者主体の整備と維持管理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

これから（住民参加による整備と維持管理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民参加による維持管理とは？ 

 

施設管理者が維持管理を放棄するという考えではありません。 

どのような状況でも施設管理者に責任があることに変わりはありません。 

 

利用施設を長く維持するためには、 

実際に利用する人々、地域住民が望ましい維持管理のあり方を主体的に考え、 

官民一体となって維持管理に取り組むことが必要であるという考え方です。 

（※行政に全てを要望するのではなく、お金、人手、機械等を出させ、ともに活動するといった方法等） 

 

地域住民の主体性が失われると・・・・ 

 

施設管理者は、管理上問題が無いよう、必要最小限の維持管理を行います。 

しかし、利用されない施設には、次第に人手も手間もお金をかけることが出来なくなります。 

 

結果的には３面張りの河川、コンクリート張りの広場に・・・・ 

 

 

河川管理者が主体となった利用施設の導入 

河川管理者による定期的な維持管理 

↓ 

河川管理者が利用施設を提供 

ニーズに合わない利用施設の導入 

一部の悪質な利用者によるマナー違反 

↓ 

施設が利用されない 

維持管理の限界 

 

住民参加による整備計画 

住民参加主体の維持管理 

↓ 

利用者が望む利用施設を提供 

ニーズに合った利用施設の導入 

住民が参画することでマナー違反が減少 

↓ 

施設利用の活性化 

官民一体となった維持管理 
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●河川維持管理における他地区の事例 
① 保津川（京都府） 

・保津川かわまちづくりにおける維持管理 
保津川では民間企業やまちづくり会社が中心となり運営主体となっており、協力組織である

自治会や活動団体と連携しながらイベントの共催や定期的な清掃活動を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 川内川（鹿児島県） 

・川内川かわまちづくりにおける維持管理 
川内川流域では、これまでに薩摩川内市の向田地区、伊佐市の湯之尾地区、えびの市の湯田

地区が「かわまちづくり支援制度」に登録されています。それぞれの地域で、住民の皆さんと

行政がともに語り合い、より安全で親しみやすい水辺空間の創出と維持に向けた取り組みが行

われています。 

イベントの様子（保津川チャリティ・フォンラン） 活動団体による河川の清掃（月 1 回実施）

推進協議会の様子 
（伊佐市湯之尾地区） 

整備箇所を利用した清掃活動 
（伊佐市湯之尾地区） 
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７．今後の検討課題 

【かわづくり関連】 

 
①護岸や川底のデザインについて 

→空石、練石、割石、化粧パネル、擬石 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②平地部分の整備デザインについて 

→芝生、土、石、ブロック、コンクリート 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③施設整備デザインについて 

→橋梁、トイレ、四阿、ベンチ、案内版、 等 
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７．今後の検討課題 

【まちづくり計画】 

  

散策路関連は H28 年度から計

画開始（１年前倒し） 

高千穂町全体のまちづくり計

画として H27 年度末から計画

開始予定（１～２年前倒し） 
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